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地域連携室の現状と未来

江　角　小百合

地域連携室の役割機能

地域連携室は2016年４月に設置されました。現在の
体制は、看護師２名、MSW ３名、事務員１名の６名
です（図１）。地域連携室の業務は、主に前方連携と
後方連携ですが、前方連携は地域連携係が、後方連携
は医療福祉係がそれぞれ役割分担しています。これら
は対外的な連携ですが、当院では院内連携の強化も地
域連携室の重要な役割となっています。

前 方 連 携

前方連携では、病病連携、病診連携、病院の営業活
動等があります。特に病病連携では、病院の機能分化
が進むなか、各々が連携して切れ目のない医療を提供
することが求められるようになり、必然的に各医療機
関の地域医療連携部門に看護師が配置されるようにな
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りました。看護師を配置する施設増加に伴い、2011年
12月に地域の病院の地域医療連携部門に看護師が配置
されている５病院で地域連携看護師会が発足し、当初
から参加しています。2019年の現在は県内20の様々な
機能形態の施設が参加し、３ヶ月に１回定例会を開催
し、病床利用状況や在院日数、在宅復帰率、各施設で
の活動状況などを情報共有しています。これにより急
性期→亜急性期、回復期→慢性期と切れ目ない医療が
提供できる仕組みが確立し、地域包括ケアシステム構
築の一助にもなっています。
圏域内の病診連携では、医師会の理解・協力のもと、
開放病床の設置や在宅療養後方支援病院として機能強
化を行い診療所医師のバックアップ体制を構築してき
ました。さらに近年ニーズの掘り起こしが求められて
いる医療環境の変化に対応して、在宅医療を推進する
ため、県のモデル事業として2016年８月から訪問診
療を開始し、がんや心不全等の末期を中心に在宅看取
りを行って在宅療養を支援しています。また、当院が
在宅医療を推進するにあたり、連携強化や課題を話し
合う場が必要と考えて診療所医師と顔の見える関係を
深めるため症例検討会（うんなん病診連携勉強会）を
行っています。

後 方 連 携

後方連携では、退院支援・退院調整が業務のほとん
どを占めます。適切な退院調整により療養環境を継続
することが目的ですが、病床マネージメントにも繋が
り、診療報酬にも反映されていることから、担当部署
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図１　地域連携室のスタッフ
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である地域医療連携部門へは専従MSWと専任の看護
師を配置して医療依存度が高い患者の退院支援やがん
地域連携パスの継続などを進めてきました。スタッフ
を厚くしたことで、地域医療連携部門は病院の窓口、
よろず相談所的な位置付けとなり、病院と院外をつな
ぐ重要な窓口になっています。

現状の課題と今後の展望

「とりあえず何でも地域連携室へ頼めば何とかして
くれる」と思われているところも多く、院内外から問
い合わせなど多くなっています。依頼があったことを
行うことは簡単ですが、それが解決手段だとは考えて
いません。業務の分担や責任の明確化について今一度
振り返らなければならない時がきていると考えていま
す。
病棟や外来は業務が非常に多岐にわたるため、現場
の苦労は大変なものがあります。機能分化、タスクシ
フトが次なる課題として浮上してきています。

現在当院では特定看護師やNPなど、ジェネラリス
ト・ナースの養成に力を入れていますが、地域連携室
のスタッフが関わる前にジェネラリスト・ナースが
関わることによってかなり変わってきます。いつも患
者やその家族のそばにいるのは看護師です。チーム医
療もチームの要になるのは看護師だと思います。今後
はもっとジェネラリスト・ナースが活躍できるよう地
域連携室はサポートしたいと考えています。また今後
は外来から始まる退院支援を目指したいと考えていま
す。
これからも地域医療を支えるため、院内・外との連
携をより強化して、雲南市独自の地域包括ケアシステ
ムの確立に向けて取り組んで行きたいと考えています。

地域連携室が関わった業務

前方連携・病病連携として、他院からの転院・転医
の受入件数、放射線検査の予約件数の推移を図２、図

３に示します。

図２　他院からの転院・転医

図３　放射線予約件数
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